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• 三浦市の海業とは、海の持
つ多様な価値や潜在能⼒を
経済活動の対象とする産業
群や業種の集まりの総称を
⽰すもの

• 海業は、昭和60年（1985
年）に当時の久野市⻑による造
語で、地域活性化のキーワード

• 令和4年（2022年）国の⽔産
基本計画等において「漁村の
⼈々が海や漁村に関する地域資
源の価値や魅⼒を活⽤して所得
機会の増⼤等を図る取り組み」
を⽰す⾔葉として使⽤
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三崎フィッシャリーナウォーフ（うらりマルシェ）
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海業の展開



FWイメージ図
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海業の振興 第１期・第２期

平成13年
（2001年）

海業の誕⽣

平成28年
（2016年）

第１期 第２期

昭和60年
（1985年）

三崎フィッシャリーナ
ウォーフ開業（うらりマ
ルシェ）

令和2年
（2020年）

海業プロジェクト始動

⼟地売買契約締結

平成16年
（2004年）

にじいろさかな号
運航

令和4年
（2022年）

浮桟橋供⽤開始

PPP（公⺠連携）フル活⽤による海業市と三セクによる海業
（狭義のPPP）

海業プロジェクト施設
完成予定

令和12年
（2030年）



二町谷地区埋立地の立地状況（令和５年1２月１日現在）
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海業プロジェクト事業用地（二町谷地区埋立地とは）
• ⽔産物流通加⼯業務団地として埋め⽴て（⽤地⾯積約8.7ha）
• ⽔産加⼯施設⽤地として、市内に点在していた⽔産加⼯場などの集積のために、平成
8年（1996年）から埋め⽴てに着⼿、平成１９年（2007年）から分譲開始

• 埋め⽴てが⻑期化した間に、リーマンショック、原油の⾼騰などに⾒舞われ、進出を予定
していた事業者が⽴地しない状況に

• 企業誘致活動（ヒアリング等）により、海際のロケーションを活⽤したリゾート施設などの
活⽤可能性が⾒えてきた

• ⽤途を変更し、海業プロジェクトの事業⽤地とするにあたっては、県営漁港であり、外郭
施設の整備等に国庫補助事業を活⽤しているため、⽔産庁、神奈川県との協議を重
ねた。

• その結果、４区画のうち１区画を⽔産関連施設⽤地、３区画を多⽬的活⽤事業⽤
地とすることを決定、海業の振興を⽬的として平成28年（2016年）に事業者募集を
実施

• ㈱安⽥造船所（東京都京浜島）、興和㈱（名古屋）の合弁会社エスパシオミサキマ
リンリゾート㈱により、エスパシオブランドのホテル、ヴィラ、コンドミニアム、商業施設等が整
備される予定
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海業プロジェクトの経過（抜粋）

2007年 ⽔産物流通加⼯業務団地分譲開始するも⽴地者現れず

2016年 海業をコンセプトに事業者募集開始
2019年 地区計画の変更に国家戦略特区活⽤

⼟地売買契約締結（㈱安⽥造船所、興和㈱ ） 2020年

事業計画書の提出（エスパシオミサキマリンリゾート） 2022年

最⼤300フィートの係留が可能な浮桟橋の試験供⽤開始と
ブランディングイベント三浦ランデブーの開催 2022年

2014年市⻑室設置 ヒアリング開始
2015年 地域再⽣計画策定協議会設置

1996年 ⽔産物流通加⼯業務団地の造成を⽬的に⼆町⾕地区の埋⽴開始



海業プロジェクト (イメージ図)

浮桟橋１号・ ２号
(2021年度～)

ヴィラ、スモールホテル、コンドミニ
アム(2025年度～)

高級ホテル、商業施設等
(2027年度～)
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海業プロジェクトにおけるPPPの強み
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海業で
弱みを強みに

民間の財力を
活用

双方の利益
最大化

民間のアイディアで土地の弱みを強みに変える

自治体では成し得ない規模の事業が展開され
る

連携協議しながら進めていくため、双方の意見
をいかせる



海業×PPPによる効果
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地域産業の
活性化

シビックプライド
の醸成

人口減少への
アプローチ

農業、漁業、観光業の活性化（消費拡大や新た

な観光客層の創出等）につながる

富裕層のあこがれは、市民にシビックプライドを

醸成する

ホテルや商業施設の整備は、働く場所が少ない

ことの解消につながる



海業プロジェクトの汎用性（要件は３つ）
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海を生かせる
ロケーション

海業コンセプト

PPP（公民連携）
の活用

海際など海の魅力を活用で
きるロケーション

海業という幅広いコンセプト
で、アイディアの幅を広げる

PPPにより、民間のアイディア、
資力、実行力をフル活用

少しのノ
ウハウと
思いを
プラス

プロジェク
トの実現
地域の
活性化



三浦市のPPPによる企業誘致は３つの「創」によるマネジメント

創設

創造

創業
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創設
権限と情報を集中したワンストップのプロ
ジェクト組織を創設

創造
プロジェクトを進めながら公⺠の最適な役
割分担を双⽅で創造

創業
創設した組織、創造した役割分担のもと
に、公⺠で事業環境を整え創業

３つの「創」をＰＰＰで実行し官民双方の利益を最大化するマネジメントを実現
マネジメントの真価は実践。真価は理屈ではなく結果にこそ宿る（ドラッカー）

真価は三浦の活性化
理想は、立地も回り続けること



海業×ＰＰＰで三浦市に憧れを創出する
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